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「産山学園の教育」

令和７年４月１０日

うぶやま保育園舎全景

※「Ｗｅ ｈａｖｅ ａ ｄｒｅａｍ」
は産山学園の校訓

うぶやま保育園舎全景

産山学園校舎全景



（１）教育システム
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学級・教科担任等の考え方

小学校学習指導要領を準用 中学校学習指導要領を準用

４

１st

３

2nd

２

3rd

前期課程（６年） 後期課程（３年）

一
部 一部教科担任 教科担任制

一部教科担任制特例教科：英会話・う学・C学

１ST 行事 ２nd 行事 ３rd 行事

前期行事

小４ビハインド
抽象的・論理的思考へ

中１ギャツプ
身体的発達・自己肯定感の低下に

小１プロブレム
自覚的な学びへ

・専科指導
・授業交換
・専科＋TT
UDやALの視点での
授業改善には授業準
備の効率化が必要
前提条件としての規
律指導
担任との連携

後期行事

区分による行事の精
選（目的ー内容ー方
法を明確にした活動）

義務教育学校として
の特例

５‐２‐２制→４ - ３ - ２制へ
令和元年度より変更

・専科指導
・専科+TT



     ▲        ▲  ▲ ▲
 Ｐ→Ｄ→   Ｃ・Ａ   Ｐ→Ｄ→Ｃ・Ａ   Ｐ→Ｄ→Ｃ・Ａ  Ｐ→Ｄ→Ｃ・Ａ  Ｐ

二学期制によるきめ細かな評価（ＰＤＣＡサイクル）

＜ＰＤＣＡサイクルによる確かな変革＞

◆ 前期前半・後半、後期前半・後半の４つの学びのサイクルを生かした

学校経営

◆ 通知表（あゆみ）による学習の様子等のお知らせ

◆ 学校運営協議会による評価と学校経営の改善

評価システムの構築

１ 学 期 ２ 学 期

10／8

10／14



学力向上検証改善サイクル



英語科 プログラミング教育

理 科

教科担任制

音楽科



学びをつなぐ連携システム

△保育園との連携
△前期課程での教科担任制
△学園全体の相互共通指導
△共通の生徒指導体制
△教職員の研修（研究）

▲入学式

▲卒業式▲学習発表会



△平成２５年度から保育園を福祉部局から教育委員会管轄下に置く。

０歳からの育ちをつなぐ～１５の春を輝かす～

※０歳から中学生までの保護者に配付
▲職員保育体験

▲９年保育実習



保小中一貫プログラム「わくわくキッズデー」年間計画

▲芋苗植え

▲水遊び・交流

▲新入生体験入学



（２）確かな学びの確立



（ア）９年間の統一学習過程である「産山型学習」

産 山 型 学 習
過 程 学 習 活 動

（ ）○う ～ん ◎ めあて学習課題
をつかむ。今日の

課題は？

◎ 課題解○ぶ つか 一人学習で
決に取り組み、自ってみよう

分の考えを持つ。ひとりで

◎ 、学習○や ろう 学び合って
課題（めあて）を
解決する。みんなで

◎学習したことを振○ま とめ

解決してり返り、
をま振り返ろう 分かったこと

とめよう。



（ア）９年間の統一学習過程である「産山型学習」



産山型学習における指導と評価の一体化

振りかえり
根拠を明確にして自分の考えを発信

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
促
す



授業のユニバーサルデザイン化モデル



振り返りの工夫



（イ）保、学園の学びをつなぐ「家庭学習の手引き」

産山村家庭学習の手引き
「０歳から１５歳までの家庭学習」

（産山村教育研究会・産山村教育委員会作成）

＜主な内容＞
○各学年における家庭学習習慣化
のめあてとポイント

○ 学習時間のめやす
○ 家庭学習の内容と方法



（イ）学びをつなぐ「家庭学習の手引き」

「家庭学習ガイドライン」（後期）



R6産山学園の研究

～テーマ（１年次）～

「主体的に学習に取り組み、考えを深める子どもの育成」

（ウ）





内容①「実態をもとにした授業改善」のための研究の方法と２つの視点

実態分析をもとにした授業改善を行うことにより、学びに向かう力や自
己肯定感が高まり、学園生が確かな学力を身につけることを目指します
。



内容①「実態をもとにした授業改善」のための研究の方法と２つの視点





これまでの研究の研究のまとめ



全
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（３）特色ある教育課程



ヒゴタイイングリッシュ
【ヒゴタイ交流を核とした英語教育】

（ 英会話科・外国語活動・英語科）

１ステージ ２ステージ ３ステージ

１ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年 ７ 年 ８ 年 ９ 年

英会話科 ２０ ２０ ２０ ２０ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５

外国語活動

英語科

３５ ３５ ７０ ７０ １４０ １４０ １４０

うぶやま学
３４ ３５ ４５ ４５ ４５ ４５ ４５ ４５ ４５

チャレンジ学習 ２５ ２５ ２５ ２５ ２５ ２５ ２５

学年

教科等

教育課程の編成（令和７年度）

（３） 特色ある教育課程



英会話科
 ヒゴタイ・イングリッシュ ： ヒゴタイ交流を核とした英語教育

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年

英会話科 ２０ ２０ ２０ ２０ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５

外国語活動
英語科

３５ ３５ ７０ ７０ １４０ １４０ １４０

（3） 特色ある教育課程の編成

５年生 英会話の授業１年生 英会話の授業
ヒゴタイ交流（受入時）
の様子（後期課程）



ヒゴタイイングリッシュ創設の背景となった

タイとの国際交流『ヒゴタイ交流』

 ヒゴタイ交流とは昭和６３年度(１９８８年）より
産山村と中学校が一体となり始められたタイ王
国立カセサート大学付属中学校との交流（通称
ヒゴタイ交流）である。
「ヒゴタイ」とは村花のヒゴタイと「肥後（熊本）
とタイ」を掛けた名前である。

村花：ヒゴタイ



「村独自の誇りある教育を」という思い

村内に建設中のダムで技術を学んでいた、東南アジアの研修
生を産山中に招き、講演会などを開き国際理解教育。

農水省の職員に「身近なアジアの国と交流を始めたい」と打診

同省から国際協力事業団（現国際協力機構）に出向しタイに
滞在中だった同僚にカセサート校を紹介される

昭和６３年７月に協定書（題名「カセサート大学付属校及び
産山村・産山中学校間の姉妹校交流に関する議事録」）を締結

経緯



相互理解や国際親善という目的を十分に果たしている。

国
際
交
流





タイ王国への派遣の様子

夏季休業中の３週間，４名の生徒を派遣 ホームステイをしながら，
カセサート大学付属中学校で学校生活を送り交流

R６



産山学園生のタイでの様子（R６）



タイ王国からの受入の様子

通常，９月～１０月の３週間，４名のカセサート校交流生を受入れ，
ホームステイをしながら産山学園で学校生活を送り交流を深める。

R６



○ 平成２９年秋，受入れ３０周年の節目を迎え，日タイ修好１３０周

年記念事業として歓迎式典を実施（１０月１６日）

前期課程 英会話科
各教科の授業

英語力を発揮しながら国際理解を深める

９年 理科

８年 保体





ヒゴタイ交流の成果



教育課程の編成（令和６年度）

(3)特色ある教育課程の編成

(イ)うぶやま学

ステージ・学年

教科など

１ｓｔステージ ２ndステージ ３ｒｄステージ

1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年

英会話科 ２０ ２０ ２０ ２０ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５

英語科 ７０ ７０
１４
５

１４
５

１４
５

うぶやま学 ３４ ３５ ４５ ４５ ４５ ４５ ４５ ４５ ４５

チャレンジ学習 ２５ ２５ ２５ ２５ ２５ ２５ ２５



地域との連携や地域人材の活用を通して、体験
活動を重視した学習を展開し、子どもたちの心を
豊かにするとともに、「産山」に誇りを持ち、将来の
自己の生き方を考えていく学習



生活科 総合的な学習の時間

産山に誇りを持ち、自分の生き方を考える

○計画実行能力○コミュニケーション

能力

○情報活用能力○課題解決能力

う ぶ や ま 学

（地域人材の活用・関係機関との連携）▲学校支援地域本部事業

身につけさせたい力

体
験
活
動

地域力



令和６年度 「うぶやま学」年間指導計画



茶摘み

中学生「子ども議会」 ※村議員等を前に提案中学生「子ども議会」 ※村議員等を前に提案

田植え

子どもヘルパー活動（訪問活動の様子）



令和６年度からの変更点

〇米作り体験を4年生で実施
 ※令和６年度は、移行期間として４年生と
５年生で米作り体験を実施
令和７年度は、４年生で実施

〇ヘルパー活動をセカンドステージ中心で実施

〇子どもヘルパーの訪問活動を再開
 



４年生の活動の様子

村のゴールドクラブ
の活動に参加

子どもヘルパー
任命式



５年生の活動の様子

子どもヘルパー任命式



６・７年生の活動の様子

１人ぐらしのお年寄りの家を訪問



子ども議会





「山鹿川」への河川名復元
 平成３０年２月２日の「子ども議会」において、産山中学校（現産山学園）の
最後の卒業生である先輩達が、「玉来川は、かつて山鹿川と呼ばれており、古
くから親しまれている産山にゆかりのある『山鹿川』の名称に変更できないも
のだろうか」と提案しました。程なく、先輩達の故郷を思う提案に賛同した村
民の方々は「産山村の山鹿川を考える会」を立ち上げ、名称復元の署名活動を
展開し、村と村議会は、県知事や九州地方整備局長、県議会議長に要望書を提
出しました。そしてついに、国土交通省社会資本整備審議会で審議され、令和
元年７月５日、官報にて正式に「玉来川」から「山鹿川」に名称復元すること
が認可されました。産山を愛し、産山を誇りに思う子ども達の思いが実現した
のです。



教育課程の編成（R６年度）

１ステージ ２ステージ ３ステージ

１ 年 ２ 年 ３年 ４ 年 ５ 年 ６ 年 ７ 年 ８ 年 ９ 年

英会話科 ２０ ２０ ２０ ２０ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５

英語科 ３５ ３５ ７０ ７０ １４０ １４０ １４０

うぶやま学 ３４ ３５ ４５ ４５ ４５ ４５ ４５ ４５ ４５

チャレンジ学習 ２５ ２５ ２５ ２５ ２５ ２５ ２５

（３）特色ある教育課程の編成

学年

教科等

(ウ)チャレンジ学習



※昨年度から始めたタイピング検定
各種検定＝英検、漢検、算検・数検

タイピング

算数検定受検

チャレンジ学習

※英検は、３～５年はジュニア英検、６年から英検５級を受検している。
※村助成により、各検定は１～６年1,500円 / 年、７～９年2,300円 / 年の負担で何回
も受検できる。

英 語

通称「チャレ学」

△学園生が自分で目標を設定
△複数の教員できめ細やかな指導

○基礎基本の定着

各種検定へチャレンジ

○発展的学習

○学習意欲の喚起

○個々の力を伸ばす

国語（漢字） 算数・数学



学 年 ～６級 ５級 ４級 ３級 準２級 ２級 準１級

漢字

７年生
（１４名）

６ ５ ２ １

８年生
（８名）

１ ４ １ １ １

９年生
（１３名）

１ ２ ４ ５ １

数学

７年生
（１４名）

１ １０ ３

８年生
（８名）

２ ６

９年生
（１３名）

１ １０ １

英語

７年生
（１４名）

５ ６ ３

８年生
（８名）

２ ３ ２ １

９年生
（１３名）

１ ２ ６ ２ ２

各種検定取得状況（３月末現在）



９年生の３級以上取得率（英検）

５８．３％ ６６．７％ ６０％ ７７％



３ 取組の概要

（４） ICT教育の推進



産山学園のＩＣＴ環境（Ｒ６年４月現在）

＊「GIGAスクール構想」実現のため、学園生1 人1 台の
 ノートPC と高速大容量
 通信ネットワーク環境を校内に整備
＊教師用デジタル教科書、学習者用デジタル教科書
＊SkyMenu、ロイロノート、ｅライブラリ
   （前期課程はこれに加えて問題データベースタブレット  

ドリル、 小学館デジタルドリルシステム）
＊各教室に電子黒板、 実物投影機、電子黒板用ＰＣ
＊校務用ＰＣ 教員１人１台
＊校務用iPad 授業者用に２５台
＊各教室にApple TV 



学校情報化優良校認定

平成２８年３月３１日～

ＪＡＥＴ（日本教育工学協会）の認定



産山学園のプログラミング学習の時数

学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

時数 ３ ３ ３ ３ ５ ５ ５ ５ ５

生活 生活 Ｃ学 C学 C学 C学 技家 技家 技家

Ｃ



産山学園のプログラミング学習

     ・１～２年生：生活科
     ・３～６年生：チャレンジ学習
   

の時間内で行う

Ｃ



産山学園のプログラミング学習    

   

     ・７～９年生：技術・家庭
の時間内で行う

Ａ



１年 アルゴロジック
 さわるとニャーゲーム制作
２年  サイタサイタの演奏
３年 PCのキーボードを音楽のキーボードにする

 サッカーゲーム制作
４年 宇宙船ゲームの制作
５年 ドローン、(micro:bit)、デジタル時計
６年 ドローン、(micro:bit)、ストップウォッチ
７８９年
Arduino、100V家電制御、モーター制御



３～８年生 タイピング大会を実施

本年度からタイピング検定を実施



（５） コミュニティ・スクール



 

われら学校応援隊

それぞれの地域の応援隊が「学校運営協議会」を支える。 

◆文化・安全コミュニティ（伝え隊）
   産山村の伝統文化を守り伝えていく
心を養い、産山村の地域安全を守る活
動を通して、産山を愛する心を育てる
ための支援を行う。

◆学習支援コミュニティ（学び隊）
   環境学習や食育や地域学習の支援
を行ったり、読書に親しむ態度を育
てたりする支援を行う。

◆交流コミュニティ（広げ隊）
交流活動を通して、他地域や他国の

文化や伝統を理解し心の交流を深め、
国際社会の一員としての自覚と故郷「
産山」や日本の文化伝統を深く学ぶ場
とするための支援を行う。

◆体験コミュニティ（暮らし隊）
   体験を通して、福祉や将来の進路
に関心をもち、自分たちの暮らしや
生き方を考えるための支援を行う。

地域との連携（コミュニティ・スクール）

○ 平成２２年３月、学校運営協議会が設立される。
○ 学校支援地域本部事業（３０年度から地域学校協働本部事業）
とタイアップして、「われら学校の応援隊」というコンセプトの
もと産山小中学校コミュニティ・スクールが立ち上げられた。



基本コンセプト：「我ら学校応援隊」コミュニティ・スクール

学校運営協議会事務局

学 校 運 営 協 議 会
＜構成＞◇各コミュニティ代表４名 ◇各行政機関代表 ◇保護者代表１名

◇学校長・副校長・教頭２名 ◇教育委員会が必要と認める者若干名

産山村地域学校協働本部コーディネーター

産山村地域学校協働本部

文化・安全
コミュニティ
（伝え隊）

    産山村の伝統・文化を
守り伝えていく心を養い、
産山村の地域安全を守
る活動を通して、産山を
愛する心を育てるための
支援
◆ヒゴタイ太鼓
◆学園消防隊
◆登校安全

体験コミュニティ
（暮らし隊）

    体験を通して、福祉
や将来の進路に関心を
持ち、自分たちの暮ら
しや生き方を考えるた
めの支援
◆子どもヘルパー活動
◆福祉体験活動
◆学びの森活動
◆職場体験学習

◆農業体験学習

交流コミュニティ
（広げ隊）

     交流活動を通して、
他地域や他国の文化や
伝統を理解し、国際社
会の一員としての自覚と、
ふるさと「産山」や日本
の文化・伝統を学ぶ場
の支援
◆ヒゴタイ交流
◆海山交流
◆国際理解教育

学習支援
       コミュニティ
（学び隊）

    環境、食育、地域等
に関する学習を支援し
たり、読書に親しむ態
度を育てたりするため
の支援
◆地域学習
◆環境学習
◆子ども議会
◆食育
◆読み聞かせ



☆他の地域や郷土の文化・伝統の理解
☆産山や日本の文化・伝統を学ぶ。

交流コミュニティ（広げ隊）
ヒゴタイ交流

海山交流



☆福祉や将来の進路に関する体験活動
☆自分たちの暮らしや生き方を考える。

体験コミュニティ（暮らし隊）

子どもヘルパー（福祉体験）

農業体験

職場体験



文化・安全コミュニティ（伝え隊）

△産山村の伝統・文化を守り伝える。
△地域の安全を守る。

学園消防隊 安全指導

ヒゴタイ太鼓 ソーラン節



学習支援コミュニティ（学び隊）

☆環境、食育、地域等に関する学習
☆読書に親しむ態度を育てるための活動

子ども議会 地域学習

夢の給食講話 読み聞かせ



平成２７年１２月、本村の学校支援活動が認めら
れ文部科学大臣賞を受賞する。



九州ＰＴＡ協議会表彰
令和４年１２月１８日

熊本ＰＴＡ連合会表彰
令和４年６月４日
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